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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・松田　知子様～幻聴増悪傾向、幻聴に左右され買い物をしてしまう等の行動見られていた事か

ら入院治療の希望ありH26.7.2入院予定としていたが、本日受診時母様より幻

聴は持続しているが夜間の睡眠も取れている事から一旦入院をキャンセルした

いとの事。入院はキャンセルとし、薬剤調整行っている。

・松永　勘五郎様～“デイナイトケアを辞めたい”と話していたと情報あり。本日診察時には“デイナイトケアはもう辞めました”と話している。現在週3回利用しているが、突然利用を辞める事により日常生活に支障を来たす可能性もある為、徐々に利用回数を減らしてはどうか主治医より説明しているが「もう辞めましたから。生活もグループホームにスタッフが居るから大丈夫です」と話している。再度デイナイトケアスタッフと話し合いを行うよう説明している。

＜新患情報＞

・6/30　小坂　昭男様　9：30来院　院長

　自衛隊員で定年退職をし、以後年金暮らし。喘息の膝痛・首痛で病院に通っている以外、身体的な不調はない。妻によると、H26年春頃から物を取りに行ってそのまま戻ってくる、お金を引き出したことを忘れる等の物忘れが出現するようになったと感じている（長男嫁は4～5年前からあったと言う）。以前から、同居している義父に対して大声を出すような事はあったが、最近食事の時にも些細なこと（箸の持ち方など）で文句を言うことがある。他の家族に対しては同様の事はないよう。また、以前に比べて意欲が低下、妻に依存的、些細な事でムカッとするようになったと家族は感じている。数日前、膝に注射をして1週間も経っていないのにまた注射を希望していたことで、整骨院の主治医に勧められ、妻が新郷村国民健康保険診療所に相談。当センターを紹介され、受診相談に至る。
・6/30　後村　恵美子様　10時来院　院長

　八戸市内の障がい者支援施設「妙光園」入所中。3歳の時に脳性小児麻痺を発症。小学校3年生まで八戸市で生活し、S38年(10歳)青森市の知的障害児入所施設「八甲学園」に入所。中学校卒業後は八戸市の自宅で母と生活(その後の生活歴は、母が認知症発症し現在聴取不可)。H16.5.15(51歳)母が入院となり、妙光園短期入所の利用を開始。生活は殆ど自立していた。H20.2.17再度母が入院となり、短期入所を利用。ADLの低下、場所の認識ができない、物の使い方がわからない様子が見られていた。H20.9.8の利用時には気分変動の著しさやテレビに向かって怒り、テレビを台から落とすことがあった。その後、生活介護事業所「アネックス妙光園」への通所を開始。H22年頃より、自分の膝に話しかけることや、介助(歯磨き、入浴等)の拒否、水やお茶等の味の薄い飲み物を嫌がる、物を掴むことができないことがあった。H22年12月、母が入院となり、H23.1.1より妙光園へ入所。日中、興奮状態となることや、物忘れがあり、湊病院を受診。アルツハイマー型認知症と診断され、メマリーの服用を開始。歩行の不安定さが持続し、車椅子を使用していた。H25年3月頃から興奮状態が頻回に見られるようになり、転倒や壁に頭突きをすることがあり、保護帽を着用し、湊病院にて薬剤調整を行っていた。身体が傾き(左側へ)も見られていた。H26年2月より、かかりつけ医が湊病院から松平病院へ変更となり、通院を継続。15時以降に興奮状態となり、他の利用者と一緒に居られないほどの大きな声を出すことが持続。認知症治療について、かかりつけ医に相談したが精神遅滞がある為判断が難しく、同院では精査を行っていないことから、認知症の精査・薬剤調整を希望して当センターへ相談。
・7/1　沖田　千代治様　10：30来院　深澤Dr

　Ｈ26年3月の農業の納会があった際「誰がお母さん（本人の妻）を先に口説き落とすか競争だと話しているのを遠くから聞いて、気分が良くなかったけど黙って聞いていた」と話す事やＨ26.6月に入り「お母さん（妻）が不倫しているって○○が喋っていた」「近所の人が不倫しているって騒いでいた。気を付けないば家庭が壊れるよって言っていた」「お母さんの兄（妻の兄）がお母さんの事心配してアンテナを立てて情報を得ているって言っていた」等と話すようになる。事実では無いことを後から妻が説明すると一旦は納得するが、時間が経つと再び同様の内容を話す事が続いていた。食欲低下は無いものの、Ｈ26.3月の納会終了後より体重が4kg減少。本人は“ストレスは無い”と話しているが、若い頃より特定の農業仲間より悪口の様な事を言われる事があったとの事。夜間22時頃就床し5時頃起床しているが、夜間の中途覚醒が見られている様子があり、居眠り運転をし植木にぶつかる事が一度あったと話す。本人は“夜眠れている”と話すが、最近になり眠気を訴える事が増加している。2週間程前より妻に対し性的要求が増え始めている。普段は温厚だが、妻に小言を言われた時等些細な事で口調を強める事が暴力的となる事はない（「暴力振るったら離婚だって前から言われてるから」と笑って話している）上記症状が続いている事から病院受診を検討し、当院へ相談となる。

＜入院予定情報＞

・6/30　杉本　優太様　10時入院予定　東病棟Dユニット

・7/1　川原　誠様　10時入院予定　東病棟

・7/2　成田　早希様　東病棟Dユニット

